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未来を担う子どもがまちづくりのアイデアを提案 
子ども議会をライブ配信

　市内の子どもが議員として、市のまちづくりについて考え、
意見を発表することを通して、政治や行政に関心を持ってもら
うとともに、市が子どもから広く意見を聴き、市政に反映させ
るため、子ども議会を開催します。
　市内の小･中･高等学校に通う16人が、意見や提案を発表
し、市長や教育長が実際の議会と同様に答弁する様子を市公
式YouTubeでライブ配信します（字幕あり）。
日 8月25日㈪13時半～16時
　 ※関係者のみ議場での傍聴可

問子ども政策課(☎77･2419 F77･2800)

副市長に吉田康彦を任命
　7月10日の市議会定例会で議会の同意を得て、新たに吉
田康彦を副市長に任命しました。
　吉田副市長は、平成元(1989)年に本市に入庁後、企画経
営部長や経営改革担当部長などを経て、令和6(2024)年4
月からは都市整備部長を務めていました。
　任期は、8月1日から令和11(2029)年7月31日までの4年
間です。
　なお、本市の副市長は藤島副市長と吉田副市長の2人体制
となります。

問秘書課(☎77･2060 F77･2080)
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医療･福祉･介護･保健が連携する「たからづかモデル」を一緒に考えませんか
　市民の皆さんに安心して住み続けてもらえるよう、市民ニーズを踏まえた医療･福祉･介護･保健の連携に関する「たからづかモ
デル」を検討していきます。
　具体的には、市立病院の建て替えを機に、関連施設の統合や連携、民間の医療機関や福祉･介護施設などとの連携強化策の検討
を行います。

市民委員募集
＝2人。任期は10月1日から2年間
　10月から開催する「たからづかモデル」懇話会で、市の検討内容に
対して意見をいただくため市民委員を募集します。
対 10月1日時点で市内に1年以上在住する18歳以上の人(本市の

市議会議員･職員、他の審議会などの委員は除く)
￥会議1回につき8700円
申市立病院、市民相談課、各SC･SSなどで配布する申込書(市HPか

らダウンロード可)と「あなたが印象に残っている医療・福祉・介
護・保健に関する経験と感じたこと（課題など）について」をテー
マにした小論文(400～800字)を〒665-0827小浜4-5-1企画
経営部 市立病院経営改革担当へ郵送または持参。申込書は8月
25日㈪、小論文は29日㈮必着

問同担当(☎87･1161 F87･5624)

新病院整備基本計画の策定時期の見直し
　新病院の整備内容や医療機能を整理した基本計画に
ついて、今年12月に策定を完了する予定でしたが、国民
健康保険診療所、子ども発達支援センター、ステップハウ
ス宝塚、健康センターなどの関連施設の統合や連携の検
討を行い、その内容を本計画に反映するため、策定時期
を見直します。
　新たな策定時期は、決まり次第お知らせします。

これまでの行政経験を
生かし、森市長を支え、

「ひとりひとりにやさし
い、ささえあいのまち
宝塚」の実現と本市の
さらなる発展のため誠
心誠意務めさせていた
だきます。

保 健介 護

医 療 福 祉
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地域デビュー応援講座 づか塾受講生を募集

日 9月～来年3月土曜、原則10時～正午(全15回、別途課外講座あり) 
場フレミラ宝塚、各公民館ほか ￥ 4千円 抽 30人 対 60歳以上の市民
申はがきまたはメール（Mzuka.juku20@gmail.com）に〒住所、名前(ふりがな)、電話番号、年齢、「づか塾受講希望」と記入の上

〒665-0867売布東の町12-8フレミラ宝塚内「づか塾」係へ。9月14日㈰必着

日 程 内容・講師 日 程 内容・講師

9月27日 開講式・オリエンテーション
石井雅代(MKプロ代表) 12月13日 見つけよう！これからの自分

いきいきシニアゼミナール・市社協ほか

10月4日 これからの暮らしを生き活きと！
佐瀨美惠子(づか塾コーディネーター) 1月10日 健やかな生活のために

宮木和代(保健師・オフィス宮木代表)

10月18日 もう1歩まえへ スマホ教室
平岩伊佐子(宝塚NPOセンター) 1月17日 知ってる？「宝塚社協」

宮田慎之(市社協・フレミラ館長)

10月25日 地域の活動はご近所さんから
栗木剛(mottoひょうご事務局長) 2月7日 宝塚のディープな魅力

直宮憲一(考古学歴史研究家)

11月8日 食は人生のエンターテインメント
岡橋禮

れ い こ

子(いずみ会) 2月14日 当たり前のことに気づこう～
あいえるせんたー

11月15日 ボランティア・地域活動のことを聞いてみよう
地域団体、ボランティアグループ 3月7日 民生委員・児童委員と保護司について

地域福祉課

11月29日 宝塚の歴史街道
直宮憲一(考古学歴史研究家) 3月14日 宝塚での“これから”を考えましょう、語り合いましょう！

佐瀨美惠子(づか塾コーディネーター)

12月6日 コミュニティ活動について
市民協働推進課 課外講座 期間中に地域活動とボランティア活動を各１回体験

問フレミラ宝塚(☎85･3861 F85･3882）

終戦80年 平和について学び、考えるイベント

「平和」みる・きく・伝える展
　市内在住・在学の子どもたちが描
いた「私にとっての平和」をテーマに
した絵画や、戦時中の様子を展示し
ます。

日 程 場 所
7月30日㈬まで 東公民館
8月2日㈯～7日㈭ 西公民館
8月9日㈯～17日㈰ 中央公民館
問社会教育課（☎77･2029 F71･1891）

原爆死没者の慰霊と平和祈念の黙とう
　原爆死没者や戦没者を追悼するとともに、恒久平和への願
いを込めて「平和の鐘」を鳴らし、黙とうをささげましょう。
日広島原爆忌＝8月6日㈬8時15分～9時 

長崎原爆忌＝8月9日㈯11時2分～正午 
終戦記念日＝8月15日㈮正午～12時45分 
※15日は17時まで鐘を打てます

場末広中央公園 平和の鐘付近
問人権平和・男女共同参画課 

（☎77･9100 F77･2171）

平和映画会「劇場版 アナウンサーたちの戦争」
日 8月15日㈮①14時～16時 

②16時15分～16時45分
場中央公民館 先 150人（当日直接会場へ）
内① 映画上映。 

太平洋戦争中、アナウンサーたちは声の力で戦意高揚
を図り、偽情報を放送し敵を混乱させた。今の時代にこ
そ伝えたい、アナウンサーたちの苦悩と葛藤の実話。出
演は、森田剛ほか

　 ②演出担当の一
い ち き ま さ え

木正恵さんによる講演
保あり（先 5人 対 6カ月～4歳 申 8月5日㈫までに二次元

コードから）
手あり（映画本編は日本語字幕のみ）
問人権平和・男女共同参画課 

（☎77･9100 F77･2171）
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